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滋賀医大ニュースレター 
2013.04.10 第 22号
  １月７日（月）から、男女共同参画
推進事業の一環として、学内保育所
「あゆっこ」に以前から要望のありまし
た病児保育室が設置されました。 
 
 本学教職員の子供が、病中や病後
に保育所や幼稚園へ登所・登園でき
ない場合に病児保育室で預かること
により、教職員が安心して勤務に従
事でき、円滑な病院診療や充実した
教育・研究活動を可能とする環境整
備の一助として期待されています。 
 
学内保育所「あゆっこ」に病児保育室がオープン 
 なお、同日行われましたオープニン
グセレモニーの様子は、ZTV 滋賀放
送局 コミュニティチャンネルで放送さ
れました。 
オープニングセレモニーにおける
テープカットの様子 
奨励賞受賞式にて 
(中央：村上准教授) 
 社会医学講座（医療統計学部門）
村上義孝准教授が「日本における循
環器疾患の大規模コホート統合デー
タベースの構築と解析」の研究成果
により、第 23 回日本疫学会学術総
会にて奨励賞を受賞しました。 
 
 本学社会医学講座が推進する疫学
共同研究の一つである本研究におい
て、村上准教授の長年の実務・研究
業績が評価された結果であります。
 
 日本疫学会奨励賞は、わが国にお
ける将来有望な若手疫学研究者を対
象とした賞であり、本年は 1月 26日
に大阪大学で開催の総会において表
彰されました。 
社会医学講座医療統計学部門 村上准教授が日本疫学会奨励賞を受賞 
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内視鏡手術マニピュレータを 
操作する細野幹事長 
 細野民主党幹事長、川端元総務大
臣、三日月衆議院議員らが、去る２月
１７日に滋賀医科大学にあるバイオメ
ディカル・イノベーションセンターを視
察に訪問されました。 
 
 馬場学長の挨拶および「アジア疫学
研究センター」構想の説明後、外科学
講座 谷教授から「次世代画像誘導
低侵襲医療システムの研究開発」と
「マイクロ波応用手術機器の開発」お
よび「酸化チタン加熱による医療廃棄
物処理機の開発」等、世界最先端プ
ロジェクトについての説明を受けられ
ました。 
 
細野民主党幹事長らがバイオメディカル・イノベーション
センターを訪問 
 続いて、共同研究棟内の動物実験
用ＭＲＩ室を見学され、外科学講座
仲准教授から「ＭＲ画像誘導下内視
鏡手術システム」の模擬操作とその
説明を受けられました。さらに同室に
展示しているマイクロ波応用手術デ
バイスの見学後、外科学講座 塩見
講師から地域イノベーション戦略支援
プログラムの成果物として内視鏡手
術マニピュレータの説明を受けられ、
細野民主党幹事長らが実際に操作を
体験するなど、精力的に視察されまし
た。  
 平成 25 年１月 17 日(木)より改修
を行っていました滋賀医科大学内簡
易郵便局（本学附属病院１階）が、平
成 25年３月４日（月）にリニューアル・
オープンしました。 
 
 従来の簡易郵便局よりスペースを
拡張するとともに、間口を広く、カウン
ターについても、一段低い部分を設け
る等、車椅子の方にも優しい設計にし
ました。 
 
滋賀医科大学内簡易郵便局がリニューアル・オープン 
 今後とも、滋賀医科大学内簡易郵
便局をよろしくお願いします。 
新しくなった簡易郵便局内の様子 
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外国人留学生との交流会「国際交流の夕べ」を開催 
 平成２５年１月９日（水）、本学福利
棟食堂において、外国人留学生との
交流会「国際交流の夕べ」を開催しま
した。 
 交流会には、本学に在籍している外
国人留学生、外国人研究者をはじ
め、日頃より留学生をご支援いただ
いている外部関係団体の方々、教職
員など、総勢９０名余が集い、親睦を
深める機会となりました。 
 
 今回は、「International Students &
Researchers: Life at SUMS」と題し
て、留学生有志８名によるプレゼンテ
ーションがあり、日頃の忙しい研究の
合間を縫って、スポーツや日本文化
も楽しむアクティブな留学生活の一端
を紹介してくれました。 
 
 また、昨年１１月のバス旅行の折に
共感を得た震災復興ソング「花は咲
く」を、留学生全員参加のもと、本学
混声合唱団とのコラボで合唱してくれ
ました。歌声に込められた熱い思い
に一同感動しました。（この合唱のた
めに、年末から自主的な練習に熱心
に取り組んでくれた成果です。） 
 アカペラサークルの「夜空ノムコウ」
「Over the Rainbow」の演奏も、留学
生がメンバーの一員として参加してく
れました。 
 
 中央の料理テーブルには、イスラム
の留学生による心のこもった手料理
も並び、大変好評でした。 
 会場には、留学生４名の手による生
け花が展示され、新春の会場は大変
華やいだ雰囲気となりました。また、
留学生から提供されたバス旅行や昨
年９月の環びわ湖大学・地域コンソー
シアム学生支援事業沖島研修、１２
月の滋賀県留学生交流推進会議交
流部会の餅つきの写真等も会場の一
角に掲示され、多くの参加者に見て
いただくことができました。 
 
 最後には、参加者全員が管弦楽団
の伴奏で、恒例「琵琶湖周航の歌」を
合唱し、和やかな雰囲気の中、お開
きとなりました。 
震災復興ソング「花は咲く」合唱
留学生自己紹介 
「理解しやすく勉強になった」「コンプラ
イアンスについて改めて考える機会
になった」「日ごろのコミュニケーション
の重要性が再認識できた」などの意
見が寄せられ、コンプライアンスの本
質を学ぶと共に、コンプライアンス違
反を防止するための体制づくりにつ
いて考える有意義な研修となりまし
た。 
 １月９日（水）・２９日（火）の両日に
「コンプライアンス研修」を開催し、管
理監督の立場にある全教職員を対象
に計７０名の参加がありました。 
 
 外部講師自身の体験に基づいた実
例などを踏まえた講義や個人ワー
ク、グループディスカッションを行うこ
とにより、受講後のアンケートでは、
「コンプライアンス研修」を実施 
１月９日（水）の様子 
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 公益法人滋賀県産業支援プラザと
滋賀県の主催で、１月３０日（水）大津
プリンスホテルで「しが医工連携もの
づくりクラスター」地域イノベーション
戦略支援プログラム（グローバル型）
事業成果報告会及び医工連携ニー
ズ・シーズセションが開催されました。 
 
 「しが医工連携ものづくりクラスター」
地域イノベーション戦略支援プログラ
ム（グローバル型）は、びわこ南部地
域での「医工連携ものづくりクラスタ
ー」の形成に向けて、地域の強みで
ある医療機器の高機能化・インテリジ
ェント化・小型軽量化技術を活かし、
小規模診療所での高度医療、災害現
場での即時かつ高度な診断・治療な
ど「いつでも・どこでも高度先端医療」
を実現する次世代診断・治療機器技
術の研究開発を平成２２年度から実
施しています。 
 
 当該事業は今年度が最終年度とな
り、これまで推進してきた研究開発の
成果及び事業化の可能性を広く県内
企業等に公表・普及するとともに、「し
が医工連携ものづくりネットワーク」の
参画企業のシーズ・情報等の展示
や、産学連携及び産学連携によるマ
ッチングの場を提供することにより、
「医工連携ものづくりクラスター」形成
の促進を図ることを目的に開催され
ました。 
 医工連携ニーズ・シーズセッション
には、外科学講座が中心となって開
発した「内視鏡手術ロボット」、生化
学・分子生物学講座（分子生理学）が
開発に参画した「超微量生体標本分
析装置」が展示され、参加者の注目
を集めていました。 
 
 嘉田由紀子滋賀県知事の主催者挨
拶があり、多数の出席者で盛況に行
われました。本学からは、外科学講
座 谷 徹教授が第２グループを代表
して「体腔鏡手術ロボティック技術が
招く高度先端医療の研究開発」につ
いて、事業成果報告を行い、多数の
出席者が聴講しました。 
超微量生体標本分析装置
内視鏡手術ロボットを熱心に 
見る嘉田滋賀県知事 
内視鏡手術ロボットの先端部
地域イノベーション戦略支援プログラム（グローバル型）事業
成果報告会及び医工連携ニーズ・シーズセッション開催 
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質疑応答の様子 
中央大学文学部 山田 昌弘 教授に
よる基調講演の様子 
三沢 あき子 小児科学講師、本学
附属病院 安藤 光子 看護師長、及
び本学外科学講座 梅田 朋子 特
任講師の 4名のパネリストから、複数
の社会的役割を持ちながら研究や臨
床の医療分野で活躍されている現状
の報告がありました。 
 
 その後、本学学長補佐（女性研究
者支援担当）尾松 万里子 生理学
講座准教授が座長を務めるパネルデ
ィスカッションを行い、山田教授を交え
てパネリストと活発に意見を交換し、
ディスカッション終盤においては、会
場の参加者からの様々な意見や質
問にも答えていただきました。 
 
 最後に谷川理事から、本シンポジウ
ムの成果を男女共同参画推進に活
かしていきたいとの挨拶があり、閉会
を迎えました。 
 平成 25年 2月 3日（日）にホテル
ボストンプラザ草津において、「男女
共同参画推進のための県民参加の
シンポジウム」を開催しました。参加
者は約 70名でした。 
 
 本シンポジウムは、13 時に馬場学
長の開会の挨拶から始まり、第 1 部
の基調講演では、「パラサイトシング
ル」と「婚活」という言葉をつくり、家族
社会学でご活躍中の中央大学文学
部 山田 昌弘 教授を迎え、「男女
共同参画は、日本の希望」をテーマ
にご講演いただきました。 
 
 世界経済の状況と同様に、日本経
済もニューエコノミーの時代を迎え、
女性の労働市場での活用なしに日本
の社会的発展はなく、労働現場にお
ける労働環境の柔軟な新システム作
りが女性を受け入れる体制を整える
ために必要であるとお話になりまし
た。 
 
14 時 45 分から始まった第 2 部で
は、奈良県立医科大学 水野 文子
細菌学教室講師、京都府立医科大学
男女共同参画推進のための県民参加のシンポジウムを開催 
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研修会の様子 
垰田准教授による講演 
医療人育成教育研究センター教育
方法改善部門では、例年この時期に
外部から講師を招聘し、授業評価に
関する FD 研修会を開催しています
が、今年度は、教員の先生方が日頃
から問題意識を持っておられる学生
の授業態度やマナーの低下問題に
焦点を当て、「今時の学生」問題と教
育方法改善に関するＦＤ・ＳＤ研修会
と題して実施しました。 
 特に今回は、「里親学生支援室」が
別途計画していた研修会と同一の内
容であったことから、同支援室と共催
として、また、NPO 法人滋賀医療人
育成協力機構の後援として開催しま
した。 
 
 研修会では、まず、社会医学講座
（衛生学） 垰田准教授から「教職員
が遭遇している『今時の学生』問題」と
して講演がありました。講演では、「里
親学生支援室」が別途調査した「今時
の学生」問題に関するアンケート結果
を基に、教職員が学生をどのように
感じているのかについて講演いただ
きました。 
 続いて、精神医学講座 山田教授
から、「学生の授業態度や学生生活
上のマナーの低下問題について」と
題して講演がありました。講演では、
「今時の学生」問題と教育方法改善に関する
ＦＤ・ＳＤ研修会を開催 
先生の周囲で起こった事例や、独自
に教員から聞かれた話題を基に講演
いただき、先生からは、果たして我々
教員は学生に対し礼儀作法を教えて
きたのだろうかという問題提起があり
ました。 
最後に、学生の授業評価において
毎回高い評価を得ておられる、呼吸
器内科 長尾講師（学内）から、「私の
『授業への取り組み方』」と題して講演
がありました。講演では、学生が「欠
席して損をした。」と思うような授業を
行うため、「目を引くスライドの作成」、
「語呂合わせ」、「過去問題の解説」な
ど授業の工夫を行うことが効果的で
あり、学生に授業内容を理解させるた
め、何度も同じことを繰り返すことが
重要であるとの意見をいただきまし
た。 
 
終了後のディスカッションでは、「授
業欠席者に資料を渡すべきか、渡さ
ぬべきか」について意見交換があっ
たほか、アンケート調査では、「躾は
家庭の問題であるが、大学で行うこと
も必要である。」、「学生の服装も問題
だが、医師の中にも不適切な者もい
る。」、「やはり授業の工夫が必要だと
感じた。」などの意見がありました。 
 2 月 15 日（金）～16 日（土）に「大
学を支える人材を育むための宿泊研
修」を長浜ロイヤルホテルにて開催し
ました。役員及び教職員計 79 名の
参加があり、講演・グループディスカッ
ション・全体討議などを行いました。今
回は、昨年１１月に包括協定を締結し
た浜松医科大学から学長以下５名の
方の参加もあり、初日の講演を聴講
されました。 
 初日には、馬場学長の挨拶が行わ
れ、続いて佐賀大学長の佛淵孝夫先
生により「佐賀大学におけるＩＲの取
組みについて」と題し、佐賀大学が大
学全体でＩＲの構築に取り組み、ＩＲを
経営改善と改革のツールとして活用
されている現状についてのご講演を
いただきました。 
（IR とは Institutional Research の略
で、大学運営（経営）のために計画策
定、政策決定、意思決定を支援する
ような情報を提供することです。） 
 2 日目には、「滋賀医科大学のミッ
ションの共有と発信」をテーマとしてグ
ループディスカッションを行いました。
各班より「研究活性化のための提案」
や「医療人研究者の養成（学生への
アプローチとしての提案）」など様々な
意見が出され、その成果について全
体討議を行い、最後に馬場学長より
講評がありました。 
 2 日間を通して、大学の今後のあり
方について考える機会となり、有意義
な研修となりました。 
佛淵佐賀大学長の講演 
大学を支える人材を育むための宿泊研修を実施 
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イクメントークの風景 
 平成２５年３月１日（金）に「仕事と
育児・介護の両立」～“イクメン”“介男
子”になろう！～というテーマで、東レ
経営研究所ダイバーシティ＆ワークラ
イフバランス研究部長 渥美 由喜
氏を招き、講演会を開催しました。 
 
 渥美氏は、ワークライフバランスに
関する分析や実践的方法を説明され
ました。ワークの面では、今後の介護
ニーズの上昇に向けて、それまでに
対応できる職場環境づくりが大切で
あるというお話や、ライフの面では、
夫が育児をすると妻が楽になると言う
が、育児経験をすることで介護が楽
になるというお話があり、ご自身の体
験を交えながらの明確な説明や分析
に、参加者もうなずく場面がありまし
た。 
 
 講演の後は、本学のイクメン職員を
含め、「イクメントーク」を開催しまし
た。フロアとのトークも活発で、参加者
の方々からのご意見をいただくことが
男女共同参画推進のための講演会を開催 
ひな祭りコンサートを開催 
 ３月１日、病院玄関ホールにて、琴
城流大正琴 琴耀会 5 名をお迎えし
て、恒例のひな祭りコンサートを開催
しました。 
 
 「たのしいひな祭り」のオープニング
曲から、「月光仮面は誰でしょう」、「赤
いスイトピー」など懐かしい 9 曲を演
奏してくださいました。歌詞カードが配
布された「花は咲く」、「琵琶湖周航の
歌」は、80 名以上の患者さんやその
御家族、病院職員が音色に合わせて
口ずさみ、大きな合唱となりました。 
 美しい大正琴の音色に心を癒され、
楽しいひとときを過ごすことができまし
た。 
 また、ステージ後方には、2月 26日
より看護部華道部 OB のご協力でお
花のひな壇が飾られ、一層の華やか
さを添えていました。 
 
 コンサート当日、外はあいにくの雨
模様でしたが、会場には一足早い
“春”が訪れてくれました。 
 今後も季節ごとの楽しいイベントを
企画し、患者さんに喜んでいただける
よう努力していきたいと思います。御
協力いただきましたすべての皆さま、
ありがとうございました。 
ひな祭りコンサートの様子 
第２９回滋賀医科大学シンポジウムを開催 
 平成２５年２月２８日（木）に、准講
会の主催により「第２９回滋賀医科大
学シンポジウム」が開催されました。 
 
 馬場学長の開会挨拶の後、セッショ
ン１では山本寛（外科学講座）、茶野
徳宏（臨床検査医学講座）が、また、
セッション２では西田保裕（眼科学講
座）、岡山久代（臨床看護学講座）が
それぞれ座長を務め、計１３の演題
の発表が行われました。演者は学部
学生から留学生までと多彩な顔ぶれ
であり、かつ多方面からの研究成果
が発表され、これからの滋賀医科大
学を担う若手研究者への期待が膨ら
む内容でありました。延べ７０名の参
加者が集い、熱心に演者の講演に聞
き入るとともに、活発な意見交換がお
こなわれました。 
会場の様子 
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 懇談会の様子 
 
 ３月８日（金）夕刻、滋賀医科大学
医学部附属病院で、滋賀県から奨学
金等を受給している同大学医学科学
生１０名と滋賀県医師キャリアサポー
トセンターとの第１回懇談会を開催し
ました。 
 
 懇談会では同センターの太田専任
医師から、日本の医療とその中での
滋賀県の位置付け、医師の心得、医
滋賀県奨学金受給学生との第１回懇談会を開催 
師のキャリア形成などについて紹介
があり、最後に学生からの初期研修
などの質問に答えて終了しました。 
 
 
滋賀県医師キャリアサポートセンター
ＨＰ： 
http://www.shiga-med.ac.jp/~ishicsc/
報告会の様子
 外科学講座 谷 徹 教授等は、平
成２１年１２月から独立行政法人科学
技術振興機構の研究成果最適展開
支援事業（A-STEP 本格研究開発
シーズ育成タイプ）に採択された「汎
用 MRを使う生体内部構造透視画像
下内視鏡手術システムの開発」につ
いて、研究開発を継続していますが、
このたび一つの区切りとして３月５日
(火)午後２時から本学クリエイティブ・
モチベーションセンターにおいて最終
報告会が開催されました。 
 
 この報告会では、株式会社町田製
作所、山科精器株式会社、サンエー
精工株式会社、GE ヘルスケア・ジャ
パン株式会社の本事業参画機関、本
学学生及び関係者参加の下、本学を
含む各参画機関から事業成果報告
が行われました。 
 
 報告会終了後、本事業において大
変興味深い成果が得られたことが確
認され、更なる事業継続の提案があ
りました。 
ＪＳＴ研究成果最適展開支援事業 「汎用MRを使う生体内部構
造透視画像下内視鏡手術システムの開発」最終報告会開催 
 午後からは、管理棟３階の大会議
室において大学院学位授与式が挙
行され、博士（医学）２３名、修士（看
護学）１５名に学位記が授与されまし
た。 
 引き続き、各賞の授与式が行われ、
馬場学長及び柏木病院長から各受
賞者に賞状と副賞が手渡されまし
た。 
 平成 24 年度卒業式が、３月７日
（木）に本学体育館で挙行され、医学
科学生１０９名、看護学科学生６５名
が卒業しました。 
 
 卒業式では、学位記の授与、学生
表彰に続き、馬場学長から告辞があ
り、「「初心」を大切にし、日々の努力
を重ね、人格を磨き、苦難に直面して
も正面から立ち向かう気概で「志」を
高くもって取り組んでください。」と激
励されました。最後に、卒業生代表の
謝辞があり、卒業式を終了しました。
馬場学長から卒業生一人ひとりに 
学位記が手渡されました 
平成24年度滋賀医科大学卒業式及び学位授与式 
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非常用発電機の設置運用に伴う全学停電を実施 
２倍の能力の 3000kVA の非常用発
電機にて運用を行います。ご協力あ
りがとうございました。 
 平成２５年３月１６日（土）１２時３０
分から、非常用発電機の１基更新と１
基新設の運用に伴う停電は皆さまの
ご協力により無事終了いたしました。
 
 停電時の動作確認、関西電力との
同期確認は完了し、今後は今までの
新設した№２ディーゼル発電機 
寺本研究員の講演 
 滋賀バイオ産業推進機構が主催す
るライフサイエンスセミナーが、３月２
７日（水）にクサツエストピアホテルで
開催されました。 
 
 このセミナーは、ライフサイエンス分
野への進出や事業化を目指す企業
が、大学等のシーズを上手く取り入れ
ながら産学官連携を促進していくこと
を目指して本学、立命館大学の研究
シーズの中から「バイオ機能材料」の
分野からみたライフサイエンスの取組
みについて紹介するものです。 
 
 本学からは、病理学講座の寺本和
雄研究員が、『LAP陽性制御性 T細
胞および TGF-βに対する選択吸着
カラムの癌治療への応用』と題した講
演を行いました。  
 出席者は約４０名で、ライフサイエン
ス関係研究機関・企業等と意見・情報
交換を行いました。 
第３回ライフサイエンスセミナー開催 
 平成２５年３月２３日（土）に、知の
連携プロジェクト実行委員会（滋賀医
科大学、龍谷大学、立命館大学、大
津市、草津市、滋賀県）の主催によ
り、県立長寿社会福祉センターにお
いて、びわこ文化公園都市 知の連
携プロジェクト「健康寿命の延ばしか
たセミナー」が開催されました。 
 
 本セミナーは、県内でも有数の知的
資源が集積している「びわこ文化公
園都市」に立地する滋賀医科大学、
龍谷大学、立命館大学の３大学と、
大津市、草津市、滋賀県が一体とな
り「健康寿命の延ばしかた」について
考える機会として開催されました。 
 
 本学からは、睡眠学講座 宮崎総
一郎特任教授が基調講演「睡眠の役
割」を行い、眠りのメカニズム、睡眠と
仕事、学習、生活習慣病やこころの
病との関係について、わかりやすく、
おもしろく説明されました。 
 
 基調講演の後、３大学が担当する
各分科会に別れ、本学の担当した分
科会１では、「より良い睡眠をとるため
に」をテーマに、目覚めの体操、眠り
のストレッチなどを行い、健康寿命に
ついて考える「きっかけ」づくりが行わ
れました。当日は１５０名の参加者が
集い、熱心に演者の講演に聞き入る
とともに、活発な意見交換が行われ
ました。 
講演する宮崎特任教授 
びわこ文化公園都市 知の連携プロジェクト「健康寿命の
延ばしかたセミナー」開催 
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平成 25年 4月～6月の行事予定 
 
所在地： 
〒５２０－２１９２ 
滋賀県大津市瀬田月輪町 
開学： 
１９７４年１０月１日 
活動内容： 
教育・研究・診療 
大学概要 
 
役員： 
学長      馬場忠雄 
理事（教育等） 服部隆則 
理事（医療等） 柏木厚典 
理事（経営等） 髙尾孝信 
理事（総務等） 谷川成美 
４月 ３日    入学宣誓式 
４月１４日    第 9 回滋賀県脳卒中市民公開講座「脳卒中ともの忘れ」 
４月１7日    男女共同参画推進のための講演会「女性に生まれると、生涯不利なのか？」 
５月 １日    平成 25 年度第 1回 肝臓病教室「肝臓のはたらきと肝機能検査の見方」 
５月１０・１１日 浜松医科大学との学生交流会 
５月２５日    解剖体納骨慰霊法要 
企画調整室 TEL: 
077-548-2012 
E-MAIL: 
hqkouhou@belle.shiga-med.ac.jp 
FAX: 
077-543-8659 
本学 Web サイト URL: 
http://www.shiga-med.ac.jp/ 
担当 
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教育関係 
2013/3/30 読売 学生団体「アトラス」活動 6年 生活保護世帯の子ら学習支援 
2013/3/22 中日 教育連携 より深く 長浜バイオ大と虎姫高 
2013/3/15 時事通信 周産期医療の課題解決を 
2013/3/7 中日 滋賀医大で出題ミス 
2013/3/7 毎日 滋賀医大入試 化学出題ミス 
2013/3/7 朝日 滋賀医大の入試 化学で出題ミス 
2013/3/7 京都 化学で出題ミス 合否に影響なし 
2013/3/5 京都 びわこ文化公園都市  滋賀医大 龍大 立命大 知的資源を
地域に還元 
2013/2/28 京都 初日、トラブル少なく 国公立大２次前期 
2013/2/27 京都 前期日程を終了 国公立大入試２次 
2013/2/26 読売 国公立大 2次試験前期日程 県内３大学 計 2826人挑む 
2013/2/7 中日 国公立出願状況 
2013/2/7 読売 国公立出願状況 
2013/2/7 毎日 国公立出願状況 
2013/2/4 中日 社会の発展には女性活躍不可欠 草津・シンポで山田中央大
教授 
2013/2/4 河北 東北発の復興の在り方考える 宮城知事ら仙台で討論 
2013/2/2 中日 2013年国公立大学入試出願状況 
2013/2/2 読売 2013年国公立大学入試出願状況 読売 
2013/1/24 中日 センター試験 
2013/1/20 産経 6000人が挑戦 県内でもセンター試験 
2013/1/7 中日 「希望の連鎖」つくろう 全国学習会ネットワーク代表 犬飼 公
一さん 
 
研究関係 
2013/3/8 読売 クローン ２６世代で 598匹 
2013/3/8 日経 マウス 1匹から 26世代 とぎれぬクローン 
2013/3/8 中日 クローン 26世代 598匹 マウスで成功「無限に可能」 
2013/2/27 アットエス 静岡 血液細胞で食欲抑制 滋賀医大、摂食障害治療に 
2013/2/5 
医療介護 BCニュ
ース、キャリアプ
レス 
北陸 6大学、難病など臨床分野で研究機構－病院連携で 1
万 8000床確保 
 
病院関係 
2013/3/19 京都 被ばく対応 １２病院指定 
2013/3/15 zakzak 大阪の糖尿病患者から絶大な支持 “テーラーメード”の治療
にこだわり 
2013/3/4 読売 快適な眠りを学ぶ コツは生活改善にあり 
2013/3/3 読売 病院の実力「緩和ケア」 
2013/3/2 読売 花粉症 我慢せず専門医に相談 
2013/2/27 共同通信 血液細胞で食欲抑制 滋賀医大、摂食障害治療に 
2013/2/27 中日Web 常勤内科医が 1人増 上野市民病院、小児科は休診 
2013/2/27 河北 血液細胞で食欲抑制 滋賀医大、摂食障害治療に 
2013/2/15 朝日 病院統合 市民の命は 
2013/2/3 読売 病院の実力 脳卒中 
報道された滋賀医科大学 （平成 25年 1月～平成 25年 3月） 
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2013/1/12 毎日 ご存じですか不育症 
2013/1/6 読売 病院の実力 60 皮膚の病気 
 
社会連携 
2013/3/26 読売 第 9回滋賀県脳卒中市民公開講座「脳卒中ともの忘れ」 
2013/3/24 毎日 web 健康セミナー「知的資源」生かそう 行政や大学連携 
2013/3/24 京都 健康へ食事・筋トレ学ぶ 
2013/3/21 読売 困難抱える子支援考える ２４日草津でリボンフェスタ 
2013/3/19 読売 第２７回健脚を血管病から守る公開シンポジウム 
2013/3/17 京都Ｗｅｂ 貧困、小児がん、虐待から子ども守る 草津で２４日シンポ 
2013/2/22 朝日 がん医療講演会 
2013/2/10 毎日 jp アイバンク「あなたの善意を」 理解求めシンポ―大津 
2013/2/9 読売 オンライン 地域医療再編 模索続く～東近江市政の課題 
2013/2/9 産経 東近江市課題 公立 3病院再編の総仕上げ 
2013/2/5 読売 働く女性の増加 経済活性化生む 山田教授が講演 
2013/1/31 QLifePro医療ニ
ュース 糖尿病における栄養と口腔保健の推進セミナー横浜で開催 
2013/1/22 京都 男女共同参画推進探るシンポジウム 
2013/1/19 中日 女性の活躍知って 滋賀医大シンポ 来月 3日・草津 
2013/1/13 中日 花粉 食物アレルギー対処法は？ 
2013/1/13 中日 周産期医療 体制強化へ 
2013/1/8 読売 しが県民情
報 
滋賀医科大学市民公開講座「意外と知らない生活習慣病予防
のツボ～ニッポンデータから分かったこと～」 
2013/1/4 京都 生活習慣病予防学ぶ公開講座 滋賀医大、京で 12日 
 
その他 
2013/3/26 京都 琵琶湖政策理事を新設 県異動「子育て応援」担当も 
2013/3/14 中日 検案医として長年尽力 草津署 木築さんに感謝状 
2013/3/12 中日 医人伝 「総合医」の育成に力 
2013/2/19 中日 議会との関係修復を 東近江市長初当選 小椋さん市政へ抱
負 
2013/2/19 毎日 市長当選・小椋さん「パワフルな地域に」 
2013/2/17 中日 “死の事実”見逃さない 
2013/2/15 読売 東近江市 市長選 候補者アンケート 
2013/2/15 毎日 東近江市長選 候補者の主張 
2013/2/14 中日 東近江市長選 候補者に質問 
2013/1/23 読売 食育健康サミット 2012 高血圧症の予防と生活習慣の改善 
2013/1/14 朝日 女性安心できる職場に 
2013/1/9 京都 取材ノートから 原爆ドーム「負の遺産」生かしきろう 
2013/1/8 中日 病児保育室 学内に開設 滋賀医科大の教職員向け 
 
